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問 4. 図 1.はコンパイラの論理的構造を示している．コンパイラの構造に関する以下の各問に答えよ．
(4-1) 図中の (1)～(10)にあてはまる語句を下

記の選択肢より選んで記号で答えよ（同
一記号を複数解答してもよい）．
【選択肢】
(a) 構文解析 (b) 意味解析
(c) 字句解析 (d) 最適化
(e) コード生成 (f) 中間コード生成
(g) トークン (h) 文字
(i) 構文木 (j) 解析木
(k) 中間コード (l) オートマトン

(4-2) 図中の (8)と (9)のオブジェクトは同様
なデータ構造となるが，(3)の処理により
情報が追加される．(3)の処理で追加され
る情報は何か答えよ．

(4-3) コンパイラの物理的構成において，図 1.
の点線 (A)の部分の処理と点線 (B)の部
分の処理とに分ける構成がよくとられる．
それぞれの部分は何と呼ばれるか答えよ．

(4-4) 点線 (A)の部分と点線 (B)の部分に分離
した構成をとることによる利点を述べよ．
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図 1. コンパイラの論理的構造
問 5. 文法と構文解析に関する次の文章について，(1)～(20)にあてはまる語句を下の選択肢の中から選び

記号で解答せよ．
　文法とは， 　 (1)　 の集合 P と， 　 (2)　 と呼ばれる記号 S との組 ⟨P, S⟩ である．ただし，
　 (2)　 S は，P のいずれかの 　 (1)　 の 　 (3)　 に現れなければならない．

　文法 G = ⟨P, S⟩ において，P の 　 (1)　 に現れる記号全体の集合を，G の 　 (4)　 と呼ぶ．
　 (4)　 のうち，いずれかの 　 (1)　 の左辺に現れる記号を 　 (5)　 と呼び，それ以外を 　 (6)　
と呼ぶ．
　直感的に最も理解し易い構文解析法に 　 (7)　 がある．これは文法の 　 (5)　 ごとに 　 (8)　 と
呼ばれる関数を作成し，構文解析を行う手法である． 　 (8)　 の本体では，その 　 (5)　 を左辺と
する 　 (1)　 を忠実に反映したコードを与える．文法を変更した際，プログラムの修正は 　 (9)　
である． 　 (7)　 には， 　 (10)　 と 　 (11)　 という 2つの大きな問題点がある．

　 　 (7)　 の一種に 　 (12)　 がある． 　 (12)　 は，入力トークン列を先頭から順に読み込み，
　 (11)　 のない解析が可能であり， 　 (13)　 の順序で構文解析を行う．

（問 5，裏に続く）
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　 　 (14)　 は，もとの文法をそのまま使用する構文解析法である．入力トークン列を先頭から順に読
み込み，　 (11)　 せず，　 (15)　 と逆の順序で解析を行う．　 (14)　 は，解析木を 　 (16)　 か
ら 　 (17)　 に向かって構築していくため，　 (18)　 に分類される．　 (14)　 では，　 (19)　
と 　 (20)　 の 2つの操作によって入力トークン列の解析を進め， 　 (20)　 の際に解析木が構築さ
れる．
【選択肢】

(a) 出発記号　 (b) 終端記号　 (c) 非終端記号　 (d) 全体記号
(e) 左辺 (f) 右辺 (g) シフト (h) バックトラック
(i) 生成規則 (j) 語彙 (k) LR(1)文法 (l) LR構文解析法
(m) ε規則 (n) 還元 (o) LL(1)文法 (p) LL(1)構文解析法
(q) 左再帰 (r) 右再帰 (s) 上 (t) 上向き構文解析法
(u) 最左導出 (v) 最右導出 (w) 下 (x) 再帰的下向き構文解析法
(y) 困難 (z) 容易 (α) 変換関数 (β) 解析関数
(γ) クロージャ (λ) 文脈自由文法 (θ) 文脈依存文法

問 6. 次の構文規則は，ある言語の関数呼び出しを定義する部分である．この構文規則に対応する構文図式
を 1つにまとめた形で描け（構文図式中で identifierと expressionは，それぞれ id，exprと略して書
いてもよい）．

function-call → identifier ( expression-listopt )
expression-list → expression { , expression }

ここでイタリック体は非終端記号を表し，記号 ‘(’，‘)’および ‘,’は終端記号である．“{ α }”は αの
0回以上の繰り返しを表す（拡張バッカス記法）．“αopt”は αを省略可能であることを表す．

問 7. アルファベット { a, b, c } 上の正規表現 (a | b)∗ ac について下記の問に答えよ．

(7-1) 非決定性有限オートマトン NFA を求めよ．
(7-2) 決定性有限オートマトン DFA を求めよ．
(7-3) 状態数最小の決定性有限オートマトン DFAを求めよ．

問 8. 次の文法 G1について，first集合，follow集合，director集合を求め，下記の (1)～(8)の部分を解答
せよ．また，文法 G1が LL(1)文法であるか判定し，判定結果と判定理由を解答せよ．

G1 = ⟨ { S → aBc

B → bC

C → c | ε }, S ⟩

First(S) = { 　 (1)　 } First(B) = { 　 (2)　 } First(C) = { 　 (3)　 }
Follow(S) = { 　 (4)　 } Follow(B) = { 　 (5)　 } Follow(C) = { 　 (6)　 }
Director(C, c) = { 　 (7)　 } Director(C, ε) = { 　 (8)　 }
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